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1　胆沢ダム水源地域ビジョンの基本理念及び基本方針

1.1　水源地域ビジョンの基本理念

　本水源地域の現状や課題を踏まえ、胆沢ダム水源地域の将来像として、ビジョンの基本理念を以下

のとおり定め、地域の自立的・持続的な活性化を目指します。

【基本理念】

　日本三大扇状地の一つである胆沢扇状地は、古くから人々に水の恵みをもたらし、その水の恩恵が

豊かな地域の産業、風土を育み、奥州の地で隆盛を極めた平泉の前史を築いてきました。胆沢扇状地

には水に関連した自然、歴史、文化などの“水風土資源”が豊富に存在しています。また、そのよう

な水風土資源を守り育み、地域活性化につなげていこうとする取組もみられます。

　このような胆沢扇状地に誕生する胆沢ダムは、水を巧みに活用してきた地域の新たなランドマーク

であり、扇状地の「水」を象徴する北上川流域の水風土のシンボルであります。また、雨が降り、水

が蓄えられて、水源地域に養われ、胆沢扇状地や北上川に流れて、さらに海からまた空に戻り雲にな

る水循環にも重要な役割を果たします。

　胆沢ダムの完成を契機として、良好な利水・治水を有した胆沢扇状地の豊かな水風土資源を守り、

活かし、伝えながら、それらの資源性を十分に引き出し、新たな地域活性化につなげていく取組をよ

り一層活発化していくことを指向します。そして、多様な主体の参加と協働によって活き活きとした「胆

沢	水風土」の創造を図っていくものであります。

1.2　水源地域ビジョンの基本方針

　胆沢ダム水源地域の活性化に対して地域が現在抱える課題等を踏まえ、水源地域ビジョンにおける

取組の方向性について、以下の５つの基本方針を提案します。

5. 自立的かつ持続的な水風土ネットワークをつくる

4. 水でつながる地域と上下流の交流を活発化する

3. 胆沢扇状地の自然・歴史・文化資源を活かした産業振興を図る

2. 胆沢ダムが育む水風土資源を活かした環境学習・観光レクレーション振興を図る

1. 胆沢扇状地の豊かな水と森林などの資源を守り育み、活かす
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図 1-1　胆沢ダム水源地域ビジョンの基本方針
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図 1-2　基本理念・基本方針・取組テーマの連関図
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◆水資源や自然環境を活
かした新エネルギーの
導入（エネルギー）

◆人材の育成・支援
　（人材育成）

◆広報・啓発の推進
　（情報発信）

◆上下流交流の活発化
　（交流・推進）

◆水源地域ビジョンの
　推進体制
　（交流・推進）

●胆沢ダム完成後の水源地における植樹活動の推進　
●人工林の間伐の推進と生物多様性に配慮した森林整備
●里山の間伐の推進
●地域住民と連携した桜街道の保全と創出

●胆沢ダム完成後の水源地における植樹活動の推進（再掲）　
●家庭からの生活排水による胆沢川の水質汚濁の改善
●水源地域内、流域内のゴミの清掃活動の推進

●貴重な生物種の生息・生育環境の保全・整備　
●ミズバショウ群生地の保全・管理
●胆沢ダム及び胆沢川での外来種の駆除
●胆沢川の生物の生息・生育環境の保全を目的とした河床の保全

●ダム湖散策路を活用した森林浴プログラムの整備　
●ダム湖面を活用したカヌー・ゴムボート体験の推進
●ビューポイントを伝えるフォトコンテストの開催
●ビューポイントマップの作成・配布
●ダム湖面利用のルールづくり

●カヌーやゴムボート等を活用した体験観光の推進　
●胆沢川の釣り利用による体験観光の推進
●胆沢川の自然や文化を活かした体験学習の推進

●水風土資源を活かした着地型観光の推進　
●豊かな自然の活用や農業・収穫体験等のグリーンツーリズムの構築
●石淵ダムのメモリアル、胆沢ダムの機能・役割を伝える場の整備

●ブナの森、わらびや山菜採りなど、既存資源を活用した観光の推進
●水風土特産品の発掘・ブランド化

●胆沢川を利用する際の安全管理の推進　
●CO2 の排出量を削減する森林管理の推進
●ダム湖面利用のルールづくり（再掲）　

●農業用水を利用した小水力発電の推進
●間伐材を活用したバイオマスエネルギーの活用

●郷土の誇り・偉人を学び・伝える仕組みづくり
●「総合的な学習の時間」を利用した啓発・教育の推進
●観光の担い手の発掘・育成
●食育による水源地域の担い手の育成

●「総合的な学習の時間」を利用した啓発・教育の推進
●広報やイベント等による水源地域ビジョン推進の意識の喚起
●行政や活動団体相互のＨＰとリンクした水源地域情報専用ＨＰの開設

●胆沢ダムから最下流域（海）の流域住民を含めた上下流交流
●秋田県との交流
●カヌー活動を通じた北上川流域との上下流交流
●清掃活動等による、水質改善に向けた流域住民の意識の喚起

●水源地域ビジョンの推進体制の整備
●ビジョン推進に向けた住民が参加できる場づくり
●ビジョン推進のための資金確保
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　胆沢川流域の森林と胆沢ダムが育む豊かな水資源は、胆沢扇状

地の産業と生活を将来にわたり支える基盤であり、地域活性化に

活用していくべき重要な資源です。

　このため、水資源をかん養する森林を守り育むため、適切な森

林管理と森林整備の継続・充実が重要であるとともに、CO2 の

吸収源としての保全・育成も含め、郷土種の植樹活動や育樹活動

をより活発化します。

　また、新たな水資源の要である胆沢ダム、胆沢川、用水などの資源や、豊かな森林と水に育まれる

多様な生態系を適切に保全・管理していきます。

胆沢扇状地の豊かな水と
森林などの資源を守り育み、活かす方針－ 1

　胆沢ダム完成に伴い、国内最大級のロックフィルダム、広大な湖面を有した胆沢ダム、豊かな水量

と水質を有した胆沢川が新たな水風土資源となります。また、ダムの周辺は展望広場や、親水公園、

カヌーコースなどの新たな観光レクレーション資源が生まれます。

　これらの新たな水風土資源を活かし、胆沢川や周辺の自然資源や既存施設「ひめかゆ」や胆沢スキー

場などの観光レクレーション資源、遺跡や水利遺構などの文化資源とリンクさせ、「胆沢まるごとダム

パーク」として一体化し、そ

れらを環境学習やカヌー、釣

り、森林浴などのウォーキン

グ、着地型観光などの観光レ

クレーションの振興や健康

増進に最大限に活用してい

きます。

胆沢ダムが育む水風土資源を活かした
環境学習・観光レクレーション振興を図る方針－ 2
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　胆沢扇状地及びその周辺部には、日本三大扇状地である胆沢扇状

地そのものをはじめ、焼石岳、散居集落、旧穴山堰、ミズバショウ

群生地などの多様な水風土資源や、平泉の前史にあたる歴史・文化

資源が豊富に存在しています。このような胆沢の水風土資源を保全

しながら、観光、農業、漁業、商業の振興などにさらに活用してい

くことが地域の活性化につながります。

　例えば、世界文化遺産である奥州平泉とリンクさせた着地型観光

ツアーを組みたてる、自然・歴史・文化資源を活用したグリーンツー

リズムの更なる展開を行う、豊かで清らかな水を活かした農産物の

地産地消の発展的な展開やブランド化などを図ることを指向します。

胆沢扇状地の自然・歴史・文化資源を活かした
産業振興を図る方針－ 3

　水源の森林、胆沢ダム、胆沢扇状地が育む水の大切さを胆沢扇

状地の住民や北上川下流域の住民に伝えていくことが必要です。

また、上流住民には、下流の状況を知ることで上流の環境を守り

育むことの意義を伝えることが必要です。

　このため、現在、部分的に行われている植樹活動やサケの放流、

川下りなどの上下流交流などの取組を活発化する、上下流の関係

団体と交流・連携する、上下流交流を観光につなげていく、流域の企業の社会貢献活動の参画を図る

など、胆沢川及び北上川において水でつながる地域の交流を活発化します。また、水源の森林を活かし

た環境学習やレクレーション活動などを活発化し、より多くの流域住民に森林の素晴らしさを伝えていきます。

水でつながる地域と上下流の交流を活発化する方針－ 4

　多様な主体の参加と協働によって推進していくための仕組みづくりを行い、胆沢扇状地の水風土を将

来にわたり持続的に維持・発展させていくことが必要です。そのためには、自立的で持続的な資金と人

材を確保し、それらによって水風土の保全と活用が促され、さらにそれらが新たな資金と人材を生み出

すというような好循環の仕組みをつくっていくことが重要です。

　胆沢扇状地の水風土資源と周辺地域や流域とのネットワーク化

を図りながら、観光や CO2 削減と組み合わせた環境保全の活発

化、企業の社会貢献活動とのリンク、水風土観光の活発化、適切

な人材育成プログラムなどの導入を図ります。

自立的かつ持続的な水風土ネットワークをつくる方針－ 5


